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住宅にお困りの方を対象に、
町営住宅の入居者を

募集します
▲中岩田南団地７号棟

☆既存空き家住宅　3戸

●中岩田南団地
・駐車場（１台分）を設置してあります。（月額２，５００円）
・浴槽・給湯器等の別途リース料がかかります。（月額１，６５０円）
・原則、単身者のみの入居の申し込みはできません。
●今後の退去状況などにより、募集戸数が増加する場合があります。

※いずれの住宅も、家賃は収入により異なります。

８月上旬頃

町役場２階　建設課　都市土木班

⑴現に住宅に困窮していることが明らかなこと。
⑵地方税および上下水道使用料などを滞納して

いないこと。
⑶過去において公営住宅に入居していた方およ

びその配偶者が入居する場合は、過去の家賃
を滞納していないこと。

⑷世帯の収入が、公営住宅法により定められた
収入額以下であること。（原則 月収158,000円
以下）

⑸入居しようとする者が暴力団員など反社会的
勢力に該当しないこと。

⑹その他
①団地内のルールを守り、お互いに協力して円
滑な共同生活ができる方
②家賃の支払いなど契約条項を遵守できる方　

次の⑴～⑹すべて満たす事が条件です。

募集住宅

入居要件

その他

入居予定時期

書類提出先

○町営住宅入居申込書（建設課都市土木班にあ
ります。）

○住民票謄本（市町村の戸籍窓口で交付）
　*入居者全員の本籍･続柄･世帯主が記載され

ているもの
*別居扶養親族がいる場合はその方の分も必要
です。

○所得を証明できる書類（所得証明書等）
* １８歳以上の入居者全員。所得のない方も
必要です。ただし、所得のない高校生・大学
生は学生証の写しでも可

* １８歳未満の方でも収入のある方は所得証
明書が必要です。

○納税証明書（市町村の税務窓口で交付）
*他市町村に住所がある方は、当該年度及び
過去２か年分の納税証明書が必要です。

○婚約証明書（婚約中の方が申し込む場合）
○現在アパートにお住まいの場合は、アパート

の賃貸借契約書写し
○入居の際は緊急連絡人が1名必要です。

申し込みに必要な書類募集期間

入居資格

６月26日(金) ～７月10日(金)
午前８時30分～午後５時15分まで

（土･日を除く）

【 問い合わせ　建設課　都市土木班　☎８４－１５０６ 】

団地名／住宅棟 住　　所 住宅の構造 タイプ 家　賃 学　　区

中岩田南団地
7号棟 401号室（4階）

字中岩田 10
（新町）

平成 17年度建築
鉄筋コンクリート造４階建
エレベーターあり

３DK 23,100 ～
45,500 円 幼稚園 /

坂下南幼稚園

小学校 /
坂下南小学校

中岩田南団地
8号棟 106号室（1階） 平成 22年度建築

鉄筋コンクリート造３階建
エレベーターあり

２DK 18,900 ～
37,100 円中岩田南団地

8号棟 205号室（2階）
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農地中間管理機構
（福島県農業振興公社）

【問い合わせ　会津坂下町農業委員会　☎８４－１５３４／産業課　農林振興班　☎８４－１５０５】

【農地の貸し借りの流れ】

①農地中間管理機構（福島県農業振興公社）が区域を定めて農地の借り手を公募します。

②借入希望者が応募します。（エントリー）

③応募者の公表（福島県農業振興公社ホームページなどでの公表）をします。

④農地を貸したい人は、農地の属する下記の担当窓口へ相談します。

⑤貸し手、借り手の各種調整後、その結果を公告し、貸借が決定します。

※相続が完了していない土地は法定相続人の同意が必要です。

農地を貸したい！農地を借りたい！そんな時・・・

農地中間管理機構をご活用ください！
農地中間管理機構は、都道府県知事が監督する「信頼できる農地の中間的受け皿」です。公

的機関である機構が農地を借り受け、担い手にまとまった形で農地を転貸する仕組みです。

【貸し付け条件を満たせば協力金が交付される場合があります】
農業からのリタイアや経営転換のため、自作地を機構に１０年以上貸し付けた場合は面積に

応じて協力金が交付されます。なお、交付には条件がありますので、詳しくは担当窓口へご相
談ください。
なお、今年度の協力金の交付は８月31日（月）までの申請が必要です。

【農地中間管理機構の仕組み】

農地を貸したい人

高齢で農作業ができない
農地を相続したが耕作できない

農地を借受け規模拡大したい
効率化のため農地を集約したい

農地バンク
農地を借りたい人

※申請書の提出が必要
です。市町村担当窓
口へ相談してくださ
い。

※農地を借りたい人
は、機構が行う借り
手の公募に応募して
ください。公募は随
時行っています。

貸付
貸付

（転貸）
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　会津坂下町の下水道施設（公共下水道・農業集落排水施設）は、雑排水や汚水のみを処理できる施設となっ
ています。
　そのため、処理できない異物を流されてしまうと、下水道管の閉塞や下水処理場の機械の故障、
処理微生物の死滅などが発生し、処理水質の悪化や処理機能の停止などが予想され、ご利用の皆さ
まにご不便をかけるようになってしまいます。

　水に溶けない紙や紙おむつ、タバコやガムなどを流すと詰まりの原因になります。

　台所では、野菜くずや残飯を流さないでください。下水道管の詰まりの原因とな
ります。

　下水道管内で石鹸成分と油成分が化合して固まり、詰まりの原因になります。
　また、ガソリン、シンナー、石油、アルコール類などの揮発性の高い危険物を流
すと爆発を起こす原因となったり、処理機能低下の原因となってしまいます。

　グリーストラップ（油脂分離阻集器）は、適正に維持管理（清掃等）を行わないと油脂が下水道管に流
れ込み、下水道管やポンプなどの詰りや悪臭の原因となります。

　下水道処理場では、汚水の処理を開始してから想定できない異物の流入により、何度も処理機能停止の
危険にさらされています。
　下の写真にある子供のおもちゃやスプレー管のほか、タオルやハンカチ・ゴム手袋・ヘアブラシ・生ゴミ・
ビニール製品・プラスチック製品が確認されています。

トイレには、トイレットペーパー以外の物は流さない

残飯などのゴミを流さない

天ぷら油やサラダ油などの廃油や危険物は流さない

グリーストラップ設置事業者は適正に維持管理をしてください

異物は絶対に流さない！

下水道の正しい使用をお願いします

子供のおもちゃ

スプレー缶

モップ ゴム手袋

ハンカチ
『オイルボール』
※下水道管内で
油が固形化し
た塊。写真は
処理場に流れ
着いたもの。

【問い合わせ　建設課　上下水道班　業務係（上下水道料金、各種手続きについて）☎８４－１５３０　施設係（上下水道工事・施設などについて）　☎８４－１５３１】
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家庭の交通安全推進員とは、子どもたちが交通ルールやマナーを守る習慣を身に付け、家族や下級生へ
の啓発活動を通して社会に貢献できる健全な「交通社会人」への育成を目的として、毎年町内両小学校の
６年生が警察署長・小学校長・交通安全協会長の連名により委嘱されるものです。推進員の皆さんは、「交
通安全話し合いの日」（※）に家族で話し合いを持つなど、身近な人を守るために大切な役目を果たして
います。

今回は、会津坂下警察署での選考会により最優秀賞を受賞した推進員による「交通安全話し合いの日の
作文」を紹介します。

（※）交通安全話し合いの日…毎月第３日曜日に各家庭で交通安全について話し合う日で、交通安全運動福島県推進要綱で定められた日

家庭の交通安全推進員の活動について

会津坂下警察署地域交通課長からのお願い

５月には、気多宮地区内で高齢運転者の交通死亡事故が発生するなど、高齢者の重
大交通事故が続発しています。皆さんもご家庭で「交通事故を起こさない、被害に
遭わない」ためにはどうすれば良いのか話し合ってみてください。また、シートベ
ルトを付けていない方も見受けられますので、被害を軽減するためにも確実に全席
シートベルトの着用をお願いします。【問い合わせ　会津坂下警察署　☎83-3451】

地域交通課長
渡部　文武さん
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る
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る

□
外
出
の
際
、
交
通
安
全
に
つ
い
て

　
家
族
で
声
を
掛
け
合
う
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渡
る
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―
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私
は
先
日
、
家
庭
の
交
通
安
全
推
進

員
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
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つ
も
気

を
付
け
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
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た
め
て
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み
ま
し
た
。
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目
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通
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ー
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な
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す
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。
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２
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付
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。
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。
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シ
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す
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。
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す
。
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で
す
。
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す
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も
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意
す
る
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う
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を
か
け
た
い

と
思
い
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
家
庭
の
交
通
安
全
推

進
員
と
し
て
の
自
覚
を
持
っ
て
毎
日
生

活
し
て
い
き
た
い
で
す
。

家
族
み
ん
な
で
、
今
回
は
、
事
故
に

あ
わ
な
い
、
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
話
を

し
ま
し
た
。

お
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特
に
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に
つ
い
て
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を
し
ま
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た
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運
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荒
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に
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イ
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に
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る
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付
け
た
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と
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っ
て
い
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し

た
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、
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の
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な
け
れ
ば
な
ら
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い

こ
と
。
そ
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ど
に
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っ

て
い
る
と
き
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、
子
ど
も
の
と
び
出
し

な
ど
に
気
を
つ
け
た
い
と
言
っ
て
い
ま

し
た
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お
兄
ち
ゃ
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は
、
信
号
機
で
は
し
っ

か
り
止
ま
る
。
自
転
車
で
の
二
人
乗
り

は
危
な
い
か
ら
し
な
い
な
ど
。

妹
は
、
横
断
歩
道
で
は
手
を
あ
げ
る
。

駐
車
場
で
は
遊
ば
な
い
。
と
言
い
ま
し

た
。ぼ

く
は
自
転
車
を
使
う
と
き
は
点
検

を
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

ほ
か
に
も
た
く
さ
ん
意
見
が
出
ま
し

た
。
今
回
話
し
合
っ
た
こ
と
を
こ
れ
か

ら
も
守
っ
て
安
全
に
過
ご
し
た
い
で
す
。

家
族
に
も
守
っ
て
も
ら
い
安
全
に
過
ご

し
て
ほ
し
い
で
す
。

「
交
通
安
全
話
し
合
い
の
日
」で
の

�

各
家
庭
か
ら
の
声

坂下南小学校６年

田
た さ き

㟢　美
み お

生さん

坂下東小学校６年

長
は せ が わ

谷川　絆
き ず な

心さん

最優秀賞

最優秀賞
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話
題

ま
ち
の

６月１日に採用された新採用職員を紹介します。
薄
うすき

　和
か ず え

恵（喜多方市）
【生活課　福祉健康班】

初めまして。６月から保健師として採用となり
しました、薄和恵と申します。一つ一つの仕事に
丁寧に取り組み、住民の皆様の力になれるように
頑張っていきたいと思います。よろしくお願いい
たします。

新型コロナウイルス感染症対策によ
り分散登校が行われていた町内の幼
稚園、小・中学校の通常授業が６月１
日より再開しました。

６月８日からは部活動なども行われ
るようになり、新型コロナウイルス感
染症対策に細心の注意を払いながら
も、学び舎に日常の風景と子どもたち
の輝く笑顔が戻ってきました。

町内幼稚園、小・中学校が通常授業を再開

下政所区のご協力で
新しいバス停留所ができました会津坂下町の新戦力

▲授業は机をずらし、一定の距離を保ち行われている（坂下南小）

▶
広
く
乗
降
し
や
す
い
下
政
所
バ
ス
停

 ５月７日に下政所バス停が地区の広場に移設と
なりました。新しい場所は、下政所区で舗装して
いただき、町が無償でお借りしています。今まで
は、道路脇に設置してありましたが、広い敷地と
なったことで乗り降りしやすいバス停留所となり
ました。

齋藤町長の スマイル　トーク
「静から動へ」

令和２年６月１日、コロナ禍に見舞われた人々に笑顔を届けようという想いから、
全国各地で一斉に花火が打ち上げられました。観客の密集を避けるための工夫と
して場所などを事前告知せずに実施され、夜空に打ち上げられた悪疫退散を願う

大輪の花は、多くの笑顔を生み出す力となったことでしょう。
一方では、緊急事態宣言が解除されたとはいえ、未だ予断を許さない状況が続いている中で、町

民の心は「以前のように活動したい」「活動を自粛すべき」という思いの狭間で揺れ動いているの
ではないでしょうか。

これから町は、「新しい生活様式」の実践を徹底しながら、「自粛」という“静”から、実施するため
に知恵を出し合い工夫するという“動”へと舵を切り、町民の心に大輪の花が咲き誇ることを願って
います。
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図 書 室 だ よ り
新着本の紹介

出
版
さ
れ
た
『
膝
栗
毛
』（
東
海
道
中
膝
栗
毛
）

で
す
。

『
江
ノ
島
土
産
』『
金
草
鞋
』
な
ど
記
録
と

し
て
残
っ
て
い
る
作
品
か
ら
、
江
戸
時
代
の

小
説
家
の
中
で
旅
を
愛
し
た
有
数
の
作
家

だ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
ま
す
。

文
化
十
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
彼
の
作
品『
金

草
鞋
』
に
は
会
津
坂
下
町
も
登
場
し
ま
す
。

発
行
前
年
の
文
化
十
一
年
秋
の
七
月
に
奥

州
街
道
か
ら
白
河
に
出
、
会
津
を
経
て
新
発

田

－

長
岡

－

柏
崎

－

越
後
高
田

－

善
光
寺
を
参

拝
し
江
戸
に
戻
る
。
旅
行
好
き
で
旅
慣
れ
た

一
九
は
、
道
中
、
と
り
わ
け
珍
し
い
こ
と
、
面

白
い
こ
と
を
書
く
こ
と
が
多
か
っ
た
と
自
ら

述
べ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
旅
は
『
東
海
道
中

膝
栗
毛
』
に
続
く
『
奥
州
街
道
膝
栗
毛
』
を

予
想
し
て
の
旅
で
あ
っ
た
こ
と
と
も
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

次
回
か
ら
は
、『
金
草
鞋
』
に
登
場
す
る
「
坂

下
」「
塔
寺・舟
渡
」「
束
松
」
を
紹
介
し
ま
す
。

十
返
舎
一
九
は
江
戸
時
代
後
期（
１
７
６
５

～
１
８
３
１
）の
戯
作
者
で
す
。
駿
河（
静
岡
）

の
同
心
の
家
に
生
ま
れ
、
成
長
し
て
大
阪
町

奉
行
の
配
下
に
な
り
大
阪
に
行
き
ま
す
が
、

生
来
の
好
奇
心
か
ら
か
武
家
奉
公
を
止
め
、

寛
政
元
年
（
１
７
８
９
）、
二
十
四
歳
で
浄
瑠

璃
の
合
作
者
に
な
り
ま
し
た
。
四
年
後
の
寛

政
五
年
に
は
江
戸
に
出
、
山
東
京
伝
の
知
遇

を
得
て
滑
稽
本
の
挿
絵
を
描
き
、
続
い
て
今

で
い
う
出
版
書
店
蔦
屋
重
三
郎
で
働
き
な
が

ら
同
店
か
ら
二
十
種
近
く
の
黄
表
紙
を
出
版

し
ま
し
た
。
生
涯
に
亘
る
著
作
数
は
三
百
以

上
に
上
り
ま
す
。

そ
の
中
で
特
に
有
名
な
の
が
、
弥
次
郎
兵

衛
・
喜
多
八
二
人
が
伊
勢
参
宮
道
中
の
滑
稽

話
を
面
白
お
か
し
く
巧
み
に
絡
み
合
わ
せ
、

合
わ
せ
て
旅
行
案
内
的
な
性
格
も
兼
ね
て
好

評
を
博
し
た
、
享
和
二
年
（
１
８
０
２
年
）

か
ら
文
化
６
年
（
１
８
０
９
年
）
に
か
け
て

『
十じ
っ
ぺ
ん
し
ゃ
い
っ
く

返
舎
一
九
と
金か
ね
の
わ
ら
じ

草
鞋
』
⑴

町
史
編
さ
ん

調
査
余
話
（
34
）

『イマジン？』

『廉太郎ノオト』

『おれ、よびだしになる』
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著者、久々の新シリーズ始動と
なります。物語の舞台は江戸深川。
岡っ引きの見習い中で少し気弱な主

人公・北一が、事件や不思議な出来事を解き明かし、
成長していく物語です。著者のこれまでの作品の
キャラクターやストーリーがシンクロしていて、別
の角度からも楽しむ事ができる、読み応えのある物
語となっています。

この本は、第６６回青少年読書感
想文全国コンクール課題図書・中学
校の部に選定されています。天真爛

漫な中学２年生の主人公・斗羽風汰は、気が進まな
い中、保育園にて職場体験をする事になりました。
先生方や園児たちとの交流を通し、人生にとって大
切な小さな気付きを経験していきます。大人の方に
も読んで頂きたい一冊です。
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